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本
を
書
く
こ
と
。
そ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
論

文
と
は
異
な
り
、
物
質
と
し
て
の
重
さ
、
手
触
り
の
あ
る
書
物
を
書
く
こ

と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
書
物
に
は
表
紙
を
触
っ
た
時
の
感
触
や
印
刷

の
匂
い
が
あ
る
。
書
店
で
買
っ
た
帰
り
に
、
電
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
楽
し
み
も
あ
る
し
、
家
に
帰
っ
て
書
棚
に
並
べ
、
並
ん
だ
本

を
眺
め
る
楽
し
み
も
あ
る
。
作
家
や
批
評
家
、
研
究
者
が
本
を
書
く
こ
と

は
、
そ
の
よ
う
な
読
書
の
楽
し
み
を
読
者
と
い
う
未
だ
見
ぬ
他
者
へ
と
手

渡
す
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

本
書
『
わ
た
し
の
学
術
書

―
博
士
論
文
書
籍
化
を
め
ぐ
っ
て
』（
春
風

社
、
二
〇
二
二
年
四
月
）
は
、
博
士
論
文
書
籍
化
を
テ
ー
マ
に
、
春
風
社
で

博
士
論
文
を
書
籍
化
し
た
研
究
者
た
ち
五
八
名
の
エ
ッ
セ
イ
を
集
め
た
も

の
で
あ
る
。
横
浜
に
あ
る
学
術
図
書
出
版
社
で
あ
る
春
風
社
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
数
多
く
の
学
術
書
が
出
版
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
「
既
刊
目
録
」
は

春
風
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.shum
pu.com

）

で
確
認
で
き
る
。
例
え

◎
書
評

春
風
社
編
集
部
編
『
わ
た
し
の
学

術
書

―
博
士
論
文
書
籍
化
を
め

ぐ
っ
て
』

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

ば
、
文
学
関
連
で
は
、
大
原
祐
治
『
戯
作
者
の
命
脈

―
坂
口
安
吾
の
文

学
精
神
』（
二
〇
二
二
年
五
月
）
や
外
山
健
二
『
ポ
ー
ル
・
ボ
ウ
ル
ズ

―
越

境
す
る
空
の
下
で
』（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
、
南
富
鎭
『
松
本
清
張
の
葉
脈
』（
二

〇
一
七
年
八
月
）
、
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
『
戸
籍
の
謎
と
丸
谷
才
一
』（
二

〇
一
三
年
一
〇
月
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
哲
学
関
連
で
は
北
見
秀
司
『
サ

ル
ト
ル
と
マ
ル
ク
ス
Ⅰ

―
見
え
な
い
『
他
者
』
の
支
配
の
陰
で
』（
二
〇

一
〇
年
三
月
）
、
『
サ
ル
ト
ル
と
マ
ル
ク
ス
Ⅱ

―
万
人
の
複
数
の
自
律
の

た
め
に
』（
二
〇
一
一
年
四
月
）
が
、
日
本
の
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル

（Jean-PaulSartre,1905-1980

）
研
究
で
も
重
要
な
学
術
書
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
春
風
社
で
は
博
士
論
文
の
書
籍
化
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
は
、
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ

（V
incentvan

G
ogh,1853-1890

）
の
絵
画
『
糸
杉
と
星
の
見
え
る
道
』（C

ypres

bijsterrennacht,1890

）
を
背
景
に
し
た
、
博
士
論
文
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
「
無

限
の
声
を

―
博
士
論
文
の
書
籍
化
」
が
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
。

単
著
の
学
術
書
を
出
版
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
と
す
る
若
手
研
究
者
は

多
く
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
大
き
な
選
択
肢
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
斯
く
言
う
評
者
（
大
場
）

が
九
州
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
も
春

風
社
で
書
籍
化
さ
れ
、
拙
著
『1960s

失
踪
す
る
ア
メ
リ
カ

―
安
部
公

房
と
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
タ
ー
の
比
較
文
学
的
批
評
』（
二
〇
二
二
年
一
二
月
）

と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
拙
著
の
出
版
に
関
し
て
は
、
春
風
社
の

三
浦
衛
氏
と
下
野
歩
氏
に
非
常
に
お
世
話
に
な
り
、大
変
感
謝
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
書
評
で
推
薦
し
て
い
る
本
書
『
わ
た
し
の
学
術
書
』
は
、

大
学
院
生
を
始
め
と
す
る
若
手
研
究
者
に
と
っ
て
、「
博
士
論
文
書
籍
化
」

だ
け
で
な
く
、
研
究
者
の
「
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」（Life

history

）
に

つ
い
て
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
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「
博
士
論
文
書
籍
化
」
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
類
書
に
は
鈴
木
哲
也
・

高
瀬
桃
子
『
学
術
書
を
書
く
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
九
月
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
類
書
は
主
に
編
集
者
の
目
線
で
書
か
れ
て
お

り
、
出
版
の
企
画
や
構
成
、
原
稿
の
校
正
な
ど
を
考
察
す
る
上
で
有
益
か

も
し
れ
な
い
が
、
内
容
が
や
や
固
い
印
象
を
受
け
る
。
そ
れ
と
は
異
な
り
、

本
書
『
わ
た
し
の
学
術
書
』
で
は
、
研
究
者
の
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
形
式
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
生
活
や
人
生
、
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

研
究
者
一
人
ひ
と
り
の
「
内
な
る
声
」（
九
頁
）
が
届
け
ら
れ
て
い
る
と
言

っ
て
も
よ
い
。

こ
の
「
内
な
る
声
」
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む
の
が
、
三
浦
衛
氏
（
春

風
社
代
表
）
に
よ
る
「
は
じ
め
に
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
は
じ
め
に
」
で

は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（M

ax
W

eber,
1864-1920

）

の
『
職
業
と
し

て
の
学
問
』（W

issenschaftals
Beruf,1919

）
が
引
用
さ
れ
た
上
で
、「
研
究
」

は
時
が
進
む
う
ち
に
「
時
代
遅
れ
」
に
な
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、「
研
究
に
打
ち
込
ん
だ
情
熱
」
は
風
化
し
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
（
一
〇
頁
）
。
研
究
者
の
「
内
な
る
声
」
と
は
、
学
術
書
に
は
明
示
さ
れ

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
確
か
に
そ
こ
に
存
在
す
る
「
研
究
に
打
ち
込
ん
だ

情
熱
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
矢
内
原
忠
雄
（
一

八
九
三
―
一
九
六
一
年
）
の
『
土
曜
学
校
講
義
』
第
二
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九

七
一
年
三
月
）
が
引
用
さ
れ
、
知
識
に
は
移
り
変
わ
り
が
あ
る
が
、
学
問
や

真
理
に
対
す
る
態
度
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
（
一
一
頁
）
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
九
三
七
年
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
で
あ
っ
た
矢
内

原
忠
雄
は
、
軍
国
主
義
を
批
判
し
た
論
文
「
国
家
の
理
想
」（
『
中
央
公
論
』

一
九
三
七
年
九
月
号
）
を
発
表
し
た
が
、
こ
れ
が
検
閲
で
全
文
削
除
と
さ
れ
、

矢
内
原
は
辞
職
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
矢
内
原
事
件
」
は
近

年
、
日
本
学
術
会
議
の
任
命
拒
否
問
題
に
つ
い
て
の
記
事
な
ど
で
、「
滝

川
事
件
」（
一
九
三
三
年
）
や
「
天
皇
機
関
説
事
件
」（
一
九
三
五
年
）
な
ど
の

学
問
に
対
す
る
弾
圧
と
同
様
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
矢
内
原
事
件
」
の
の
ち
、
矢
内
原
は
毎
週
土
曜
日
に
自
宅
で
「
土

曜
学
校
」
を
開
い
て
講
演
会
を
行
な
っ
て
お
り
、
東
京
帝
国
大
学
辞
職
後

も
「
従
来
の
学
問
的
仕
事
の
達
成
」
と
「
真
理
探
求
の
熱
の
持
続
」
を
欲

し
て
い
た
（
矢
内
原
忠
雄
「
洗
礼
を
受
く
」（
『
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
「
告
白
」
講
義
』
講

談
社
、
一
九
九
三
年
九
月
）
三
一
三
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
い
く
ら
弾
圧
さ
れ
よ
う

と
も
持
続
す
る
学
問
へ
の
情
熱
に
こ
そ
、
研
究
者
の
「
内
な
る
声
」
が
あ

る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

本
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
研
究
者
の
「
内
な
る
声
」
が
、
一
つ
ひ
と
つ

の
エ
ッ
セ
イ
に
「
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
し
て
潜
ん
で
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
ゴ
ッ
ホ
『
糸
杉
と
星
の
見
え
る
道
』
で
描
か

れ
た
星
々
の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
星
々
の
輝
き
は
、
き
っ

と
若
手
研
究
者
の
道
程
を
照
ら
す
助
け
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

各
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
妊
娠
や
出
産
、
就
職
難
な
ど
、
研
究
者
人
生
の
多

く
の
苦
難
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
苦
難
を

乗
り
越
え
る
、
研
究
へ
の
情
熱
も
ま
た
語
ら
れ
て
い
る
。
評
者
の
興
味
関

心
で
は
、
林
信
蔵
氏
（
福
岡
大
学
准
教
授
）
の
博
士
論
文
を
二
つ
書
い
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
横
田
祥
子
氏
（
滋
賀
県
立
大
学
准
教
授
）
の
台
湾
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
島
克
也
氏
（
安
田
女
子
大
学
講
師
）
の

ア
ニ
メ
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』（
日
本
サ
ン
ラ
イ
ズ
、
一
九
七
九
年
四
月
―
一

九
八
〇
年
一
月
）
視
聴
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
興
味
深
か
っ
た
。

最
後
に
、
本
書
の
各
エ
ッ
セ
イ
の
終
わ
り
に
「
わ
た
し
の
３
冊
」
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
著
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者
に
と
っ
て
重
要
な
三
冊
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
研
究
の

背
景
を
知
る
良
い
手
が
か
り
と
な
る
。
評
者
で
あ
れ
ば
、
次
の
三
冊
を
選

ぶ
だ
ろ
う
。

①
安
部
公
房
『
内
な
る
辺
境
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
一
一
月
）

②
柄
谷
行
人
『
倫
理

』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）

21

③
三
宅
芳
夫
『
知
識
人
と
社
会

―

=

・
サ
ル
ト
ル
に
お
け
る

J
P

政
治
と
実
存
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）

本
書
は
五
〇
二
頁
も
あ
る
大
著
な
が
ら
も
、
定
価
二
〇
〇
〇
円
＋
税
と

価
格
も
非
常
に
良
心
的
だ
。
し
か
も
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
書

籍
の
「
天
」
の
部
分
を
断
裁
せ
ず
に
残
す
「
天
ア
ン
カ
ッ
ト
」
に
な
っ
て

い
る
な
ど
、
本
の
装
丁
も
凝
っ
て
い
る
。
博
士
論
文
書
籍
化
を
目
指
す
若

手
研
究
者
や
、
大
学
院
進
学
を
考
え
て
い
る
大
学
生
な
ど
に
は
、
本
書
を

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
。

■
目
次

三
浦
衛
（
春
風
社
代
表
）「
【
は
じ
め
に
】
砂
時
計
の
オ
リ
フ
ィ
ス
と
し
て
」

田
中
典
子
「
時
を
経
て
も
」（
言
語
学
）

石
川
文
也
「
批
判
的
思
考
へ
の
入
口
」（
言
語
学
）

水
野
剛
也
「
研
究
者
人
生
の
「
背
骨
」
」（
歴
史
学
）

渡
部
森
哉
「
よ
り
多
く
の
読
者
に
届
け
る
た
め
」（
中
南
米
考
古
学
）

小
林
実
「
遠
い
遠
い
プ
ー
シ
キ
ン
へ
の
道
」（
日
本
近
代
文
化
史
）

林
信
蔵
「
ゾ
ラ
と
荷
風
と
オ
ペ
ラ
と
わ
た
し
」（
日
仏
比
較
文
学
）

岡
本
亮
輔
「
出
版
か
ら
広
が
る
人
の
輪
」（
宗
教
学
）

金
香
淑
「
自
論
を
見
直
し
磨
く
訓
練
」（
神
話
研
究
）

石
黒
武
人
「
様
々
な
機
会
へ
の
扉
」（
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
）

花
本
知
子
「
偶
然
の
翼
に
乗
っ
て
」（
イ
タ
リ
ア
現
代
文
学
）

平
畑
奈
美
「
失
わ
れ
る
も
の
、
ひ
ら
か
れ
る
も
の
」（
日
本
語
教
育
）

山
口
未
花
子
「
教
わ
る
、
教
え
る
の
連
鎖
の
な
か
で
」（
文
化
人
類
学
）

吉
田
早
悠
里
「
新
た
な
研
究
に
踏
み
出
す
た
め
」（
文
化
人
類
学
）

岩
崎
大
「
学
問
を
実
践
に
つ
な
げ
る
手
段
と
し
て
」（
哲
学
）

土
井
清
美
「
な
ぜ
「
出
か
け
る
」
の
か
」（
文
化
人
類
学
）

金
縄
初
美
「
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
描
く
」（
文
化
人
類
学
）

四
方
田
雅
史
「
た
び
た
び
の
奇
縁
」（
近
代
日
本
・
ア
ジ
ア
経
済
史
）

内
村
琢
也
「
研
究
の
節
目
と
し
て
」（
日
本
宗
教
学
）

牧
野
冬
生
「
新
し
い
学
問
領
域
を
開
拓
す
る
魅
力
」（
文
化
人
類
学
）

奥
田
若
菜
「
書
く
こ
と
で
現
在
地
を
知
る
」（
文
化
人
類
学
）

石
垣
千
秋
「
学
術
書
が
築
い
て
く
れ
る
縁
」（
比
較
政
治
）

田
中
英
資
「
時
間
を
か
け
て
向
き
合
う
」（
社
会
人
類
学
）

那
須
理
香
「
「
ご
縁
」
に
導
か
れ
て
」（
比
較
文
化
）

宗
洋
「
「
見
る
」
を
考
え
る
本
は
手
触
り
を
大
事
に
し
た
」（
英
文
学
・
映

像
メ
デ
ィ
ア
）

村
上
晶
「
軛
で
あ
り
翼
で
あ
り
」（
宗
教
社
会
学
）

杉
田
浩
崇
「
弟
と
の
対
峙
」（
教
育
学
）

住
江
淳
司
「
敗
者
を
記
録
す
る
」（
歴
史
学
）

栗
田
奈
美
「
そ
れ
は
一
つ
の
質
問
か
ら
」（
認
知
言
語
学
）

福
井
崇
史
「
「
遅
い
」
は
理
由
に
な
ら
な
い
」（
一
九
世
紀
末
ア
メ
リ
カ
文
学
）
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早
川
公
「
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
次
へ
」（
文
化
人
類
学
）

橋
本
憲
幸
「
そ
れ
は
倫
理
だ
っ
た
」（
国
際
教
育
開
発
論
・
教
育
哲
学
）

芳
賀
理
彦
「
「
日
本
」
を
相
対
化
す
る
」（
比
較
文
学
）

椿
原
敦
子
「
つ
な
が
り
を
書
く
、
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
書
く
」（
文
化

人
類
学
）

生
澤
繁
樹
「
教
育
の
公
共
性
と
正
義
を
求
め
て
」（
教
育
哲
学
）

関
根
裕
子
「
「
憧
れ
と
錯
覚
」
が
生
み
出
す
も
の
」（
ウ
ィ
ー
ン
世
紀
転
換

期
文
学
）

寺
田
詩
麻
「
そ
れ
は
番
付
の
整
理
か
ら
始
ま
っ
た
」（
演
劇
学
）

阪
本
公
美
子
「
国
際
的
な
発
信
を
目
指
し
て
」（
開
発
学
）

茶
谷
智
之
「
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
約
束
」（
文
化
人
類
学
）

坂
本
薫
「
付
箋
へ
の
応
答
」（
日
本
語
学
）

石
田
智
恵
「
わ
ず
か
な
、
始
ま
り
の
一
歩
」（
文
化
人
類
学
）

外
山
健
二
「
学
問
領
域
の
境
界
を
超
え
る
」（
ア
メ
リ
カ
文
学
・
英
語
文
学
）

山
田
直
之
「
書
く
こ
と
に
よ
る
人
間
形
成
」（
教
育
哲
学
）

甲
斐
田
き
よ
み
「
女
性
の
尊
厳
を
考
え
る
」（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開
発
）

瀬
尾
悠
希
子
「
教
え
る
立
場
の
語
り
を
伝
え
る
」（
日
本
語
教
育
学
）

問
芝
志
保
「
子
ど
も
と
一
緒
に
本
を
生
む
」（
宗
教
学
）

佐
藤
憲
一
「
そ
こ
か
ら
何
か
が
始
ま
る
」（
ア
メ
リ
カ
文
学
）

埋
忠
美
沙
「
結
び
、
そ
し
て
繋
ぐ
」（
演
劇
学
）

横
田
祥
子
「
と
も
に
成
長
す
る
」（
社
会
人
類
学
）

吉
田
亞
矢
「
行
雲
流
水
の
研
究
歴
」（
ア
メ
リ
カ
文
学
）

石
原
美
奈
子
「
書
籍
化
へ
の
原
動
力
の
源
は
」（
文
化
人
類
学
）

眞
城
百
華
「
民
衆
の
視
点
か
ら
捉
え
る
民
族
対
立
」（
エ
チ
オ
ピ
ア
史
）

山
内
由
賀
「
女
子
教
育
の
行
く
末
を
探
る
」（
フ
ラ
ン
ス
女
子
教
育
史
）

中
村
美
帆
「
書
籍
と
い
う
モ
ノ
に
な
る
こ
と
」（
文
化
政
策
研
究
）

長
岡
慶
「
タ
イ
ト
ル
と
い
う
指
標
」（
医
療
人
類
学
）

坂
口
真
康
「
学
際
的
な
研
究
へ
の
架
け
橋
」（
教
育
社
会
学
・
比
較
教
育
学
）

小
川
史
「
分
岐
点
に
戻
る
」（
社
会
教
育
史
）

佐
藤
陽
祐
「
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
」（
現
代
哲
学
）

島
克
也
「
ス
リ
ル
を
味
わ
う
」（
現
代
ア
メ
リ
カ
文
学
）

掲
載
書
籍
・
書
誌
デ
ー
タ

（
二
〇
二
二
年
四
月

春
風
社

五
〇
二
頁

二
〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
共
立
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師
）


